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研究成果の概要（和文）：大学院と地域保健機関との協働により、地域風土・文化に応じた保健
師による地域看護活動の評価方法を開発し、その後の新たな看護活動を効果的に行うための方
法論を開発することを目的とした。各自治体内の小地域ごとに、地域の文化・風土に応じた地
域の健康課題の背景要因や保健事業の浸透度に差異があることが明らかになった。保健師は、
地域の差異や対象集団の特徴に応じた支援を地域住民に対して行っていることも示された。こ
れらの結果から、地域の文化・風土に応じた保健師による地域看護活動の展開方法と見直しの
方向性を提案できた。 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop the evaluation model for 
community health nursing activities depending on climate and culture by collaborative 
action research between graduate school and community health organizations. The study 
revealed that each region in the local government had underlying reason for health issues 
or various level of involvement in health services depending on climate and culture of 
the region. Public health nurses (PHNs) had provided support to residents in the community 
according to the deference of each region or characteristics of each aggregate. The 
methodology for maintenance and facilitation of community health nursing activities by 
PHNs and the direction in review these activities were suggested. 
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１．研究開始当初の背景 

保健師による地域看護活動は、これまで明
確な支援プロセスが見えにくく、評価が困難
であると指摘されてきた。その理由は、地域
看護活動には、地域風土・文化に応じた健康

問題に対処するための介入・評価方法が必要
であり、個人だけでなく集団、地域のシステ
ムにも働きかける必要があるためである。 

この特徴から、地域看護活動の評価に関する
学術研究は、在宅ケアに関するものが多く、
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保健師活動の評価に関する研究は、質的研究
に限られてきた。例えば、活動を行う地域看
護職や支援対象者に対するインタビュー、観
察による質的研究が試みられてきたが、昨今
の 行 政 評 価 で 求 め ら れ る 客 観 性 や 、
Evidenced-based Public Health の観点から
は、これらの手法による研究だけでは不十分
である。地域看護活動を客観的に評価し、継
続して積み上げていくためには、質的研究に
よる定性的評価だけでなく、疫学研究、準実
験研究等の量的研究手法を組み合わせ、地域
内の文化や個々人の健康状態の変化を考慮
しながら評価していく必要がある。 

一方、地域看護活動を担う地域保健機関に
は自治体が多く、昨今、行政評価の観点から
活動を客観的に評価することが求められて
いる。しかし、財政面での効率化や人員削減
等に伴い、評価・研究を行うための経費・人
材面で限界があるという意見も聞かれてい
る。 

研究代表者は、平成 18 年度より、大学院
の修士課程で「保健師」の能力を向上させる
プログラムを開始した。「保健師」を養成す
るコースを開設し、2 年間に渡り、大学院教
育カリキュラムの一環として地域保健機関
と協働し、実習を通して地域看護活動の評価
を行ってきた。大学院における保健師能力の
育成は、国内では初めてであり、大学におけ
る通常の保健師養成での実習に比べ、長期間
でかつ研究・評価の視点を強化した実習を行
えることが特長である。 

米国では、既にこのような専門職を養成す
る大学院での実習、特に、地域に根ざした教
育(community-based program)、地域に焦点
を当てた教育(community-focused program)
が多くの大学院で行われている。米国看護学
教 育 者 協 会 （ American Association of 
Nursing Educations: AANC）により教育基準
も提示されている。しかし、わが国では、看
護学の大学院教育が始まってからの期間が
短く、その数が近年増加している最中である。
地域との協働による地域看護活動を、費用対
効果を含めて、エビデンスを提示しながら、
評価する試みも緒に付いたばかりである。 

また、数少ない大学院では、これまでは研
究者養成に光が当てられてきたため、地域保
健の場で高度実践者として働く人材の養成
方法は未確立である。したがって、大学院と
地域保健機関が協働し、実践と研究をリンケ
ージさせながら地域看護活動の評価を行い、
事業を次のステップへ向けて改善していく
ための方法を開発する必要がある。この開発
は、これまで客観性・エビデンスレベルの点
で評価し難かった地域看護活動を、地域ニー
ズに合った形で客観的に評価する新たな手
法を確立することに寄与する新しい研究枠
組みを提案できる。 

 

２．研究の目的 

本研究では、大学院と地域保健機関との協
働により、地域風土・文化に応じた保健師に
よる地域看護活動の評価方法を開発し、その
後の新たな看護活動を効果的に行うための
方法論を開発することを目的とした。 

研究期間内に、以下を明らかにすることを
目的とした。 
(1)大学院と地域保健機関で協働して、教
育・実践・研究を同時に行いながら、地域ニ
ーズに基づく看護活動を評価し、次の改善に
向けた行動を提案するための方法論を開発
する。 
(2)(1)で開発した方法の試行と見直しを複
数地域で実施することにより、評価モデルを
確立し提示する。 
 

３．研究の方法 

熟練保健師が率先して開発してきた事業
や先駆的に実施してきた地域看護活動を取
り上げた、市町の地域保健機関と協働し、各
地で 3ヶ所程度の小地区を選定し、小地区単
位でその実行度や現状（事業の浸透度）の評
価を試行した。その差異が生じてきた要因を
考察すると共に、小地区の特徴に応じた保健
活動の展開方法について検討した。 

フィールド調査を重視し、地域保健機関と
協働して、研究と実践を平行して行うアクシ
ョンリサーチの手法を用いた。 
具体的には、既存資料の分析、調査地域で

の対象住民の家庭訪問・面接、保健師・住民・
キーパーソン等へのヒアリング、地区踏査、
マッピング、事業への参加、質問紙・インタ
ビュー調査、医療費・健診データ等の統計分
析を行った。 
分析の際は、小集団の健康状態のみならず、

文化や人々の関心事等を選定し、①働きかけ
てきたプロセス（プロセス変数）、②人口構
成・文化等の小地域の特徴（構造変数）、③
事業の定着度、人々の実行度、健康問題の改
善度等（成果変数）に着目して評価した。質
的分析と量的分析を組み合わせて分析し、生
活習慣病予防に関しては、検診結果の分析と
医療費の経済的分析を行った。 
各地での報告会と合同報告会を開催し、調

査結果は地域保健機関、住民、関係者などに
報告した。 
 
４．研究成果 
平成 21年度は、関東地方の１市、都内特別

区 1ヵ所、九州地方の 1町と共同し、高齢者
の介護予防をテーマに、a.小地域の地区特性
と介護予防教室への参加状況および運営方
法との関連、b．保健師の高齢者筋トレグル
ープ活動に対する保健師による自主化およ
び継続支援、c.本庁保健師による介護保険事



 

 

業に関する地域看護管理の体系と方策、を明
らかにした。また、関西地方の１町と協働し、
成人の慢性腎臓病予防をテーマに、a.小地域
の食生活の特徴と慢性腎臓病者・ハイリスク
者の割合との関連、b．小地域の地区特性と
生活習慣病予防教室への参加状況との関連、
を明らかにした。さらに、関東地方の政令市
内の１区と共同し、地域看護管理の視点から、
区内の結核の現状を結核患者の就業状況と
早期発見に焦点をあてて分析し、対策を提言
した。都内特別区１ヵ所との共同により、a.

乳幼児の母親を対象とする育児グループの
活動と特徴、b.双胎児を育てる母親同士のピ
アサポートおよび育児グループによるサポ
ートの効果について示した。 

平成 22年度は、都内特別区２ヵ所と共同
し、母子保健をテーマに、a.乳児を育てる母
親の交流状況と育児不安、b.乳幼児の母親を
対象とする３種類の育児グループの活動お
よび保健師の支援、を明らかにした。さらに、
中部地方の 1市および保健所管轄地域１ヵ所
と共同し、成人の生活習慣病予防をテーマに、
a.小地域の食生活の特徴と生活習慣病との
関連、b．特定健康診査等生活習慣病予防事
業に関する市町村比較と保健所保健師の支
援を明らかにした。 

調査結果は、各地で報告会を開催し、地域
保健機関、住民、関係者などに報告した。 

これらにより、各自治体内の小地域ごとに、
地域の文化・風土に応じた地域の健康課題と
事業の浸透度や差異の背景、保健師が地域の
差異や対象集団の特徴に応じた支援を行っ
ていることが明らかとなり、地域の文化・風
土に応じた保健師による地域看護活動の展
開方法と見直しの方向性を提案できた。 

平成 23年度は、九州地方の 1町および保
健所管轄地域１ヵ所と共同し、成人の生活習
慣病予防をテーマに、a.小地域生活習慣病ハ
イリスク者の分布の差異と食生活との関連、
b．特定健康診査等生活習慣病予防事業に関
する市町村比較と保健所保健師としての評
価手法を明らかにした。調査結果は、各地で
報告会を開催し、町長、地域保健機関の保健
師等職員、住民、関係者などに報告した。 
最終年度のまとめとして、①3年間の調査経
過資料、結果、報告書の分析・統合、②3年
間の共同研究者へのフォーカスグループイ
ンタビューの実施により、地域保健機関との
協働による地域看護活動の評価モデル、地域
特性に応じた保健活動展開を目指した地域
診断方法を開発した。        
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